様式例１（森林組合や輸入事業者等が作成する確認結果を記録する書面）

納入する木材に関し、東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会の「持続可能性に配慮した木材の調達基準」（2016年6月）の２の②～⑤について、同調達基準の別紙１に定める方法により確認を実施した結果は以下のとおりです。

	確認方法
	確認結果
	根拠

	②当該木材が生産される森林について、森林経営計画等の認定を受けている、あるいは、森林所有者等による独自の計画等に基づき管理経営されていることを確認する。
	【記載例】
・当該木材の生産林は森林経営計画の対象林になっている。





	【記載例】
・森林経営計画書により確認

	③当該木材が生産される森林について、希少な動植物がいる場合にはその保全を考慮した伐採作業等を行っていることを確認する。
	【記載例】
・当該木材の生産林においては、希少な動植物の生息は把握されていない。
・希少な猛禽類が営巣しているため、対策として・・・を行っている。



	【記載例】
・行政機関やNGO等が公表している希少動植物の生息情報や現地調査の結果により確認
・希少動植物保全のための作業指示書・マニュアルにより確認
・生産国の関係事業者への聞き取りにより確認


	④当該木材が生産される森林について、先住民族や地域住民からの苦情・要請等がある場合には、これを受け付け、誠実に対応していることを確認する。
	【記載例】
・当該木材の生産林について苦情等を訴えている地域住民等は把握されていない。
・当該木材の生産林について地域住民から・・・という内容の苦情があったので、これに対して・・・を行っている。


	【記載例】
・当該森林の所有者や自社の職員・作業員への聞き取りにより確認
・生産国の関係事業者への聞き取りにより確認

	⑤当該木材の伐採に従事する労働者に対して、安全衛生に関する教育を行い、適切な安全装備を着用させていることを確認する。
	【記載例】
・作業員全員に対して安全衛生に関する研修を受講させている。
・安全装備として、・・・を着用させている。



	【記載例】
・研修受講記録により確認
・作業風景写真により確認
・生産国の関係事業者への聞き取りにより確認




※確認した文書の写しや聞き取り先から受けた説明の詳細な記録等を合わせて保管しておくこと。


年　　月　　日

確認実施者　　　　　　　　　　　　　　　
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